
















総
務
大
臣
表
彰　

桝
井
宏
さ
ん

　

３
月
28
日
、日
高
振
興
局
で
、

み
な
べ
町
選
挙
管
理
委
員
会
前

委
員
長
の
桝
井
宏
さ
ん
に
総
務

大
臣
か
ら
の
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

桝
井
さ
ん
は
、選
挙
制
度
の
普

及
、啓
発
等
に
誠
心
誠
意
取
り

組
み
、昨
年
実
施
さ
れ
た
衆
議

院
総
選
挙
に
お
い
て
は
、投
票
率

の
向
上
及
び
適
正
な
選
挙
事
務

の
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
功
績
に
対
し
、総
務
大
臣
よ
り

賞
さ
れ
ま
し
た
。

県
消
防
功
労
者
表
彰

　

４
月
10
日
、平
成
24
年
度
県

消
防
功
労
者
定
例
表
彰
式
が
和

歌
山
市
で
開
催
さ
れ
、町
消
防

団
員
の
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
長
年
の
無
私
の
功

績
が
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▼
県
知
事
表
彰（
永
年
勤
続
功

労
章
）　

分
団
長　

湯
川
明
広

さ
ん（
芝
）

▼
消
防
庁
長
官
表
彰（
永
年
勤

続
功
労
章
）　

副
団
長　

竹
田

和
久
さ
ん（
晩
稲
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
勤

続
章
）　

分
団
長　

松
川
哲
朗

さ
ん（
東
岩
代
）、班
長　

井
口

雅
裕
さ
ん（
芝
崎
）、団
員　

向

井
一二
さ
ん（
堺
）

▼
退
職
消
防
団
長　

知
事
感
謝

状　

元
団
長　

西
村
弘
次
さ
ん

（
北
道
）

桝井宏さん

厚
生
大
臣
感
謝
状　

梅
の
郷
救
助
隊

　

４
月
15
日
、町
長
室
で
西
牟

婁
振
興
局
健
康
福
祉
部
長
か
ら

梅
の
郷
救
助
隊（
尾
﨑
剛
通
会

長
）に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、高

齢
者
な
ど
要
援
護
者
に
対
し
、

身
体
的
、精
神
的
な
生
活
環
境

改
善
の
た
め
の
人
的
又
は
物
的

な
支
援
等
を
行
っ
た
団
体
等
に

対
し
て
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

梅
の
郷
救
助
隊
は
、地
震
発

生
後
か
ら
数
回
に
わ
た
り
現
地

を
訪
れ
、物
資
を
届
け
た
り
、被

災
者
の
要
望
に
よ
り
建
物
の
撤

去
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど

献
身
的
に
尽
く
さ
れ
、被
災
地
の

皆
さ
ん
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
ま

し
た
。

梅の郷救助隊の皆さん

人
権
擁
護
委
員
に
生
駒
さ
ん
・
行
政
相
談
委
員
に

石
橋
さ
ん
と
西
川
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た　

　

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、

人
権
擁
護
委
員
に
生
駒
武
敏
さ

ん（
埴
田
）、行
政
相
談
委
員
に

石
橋
光
生
さ
ん（
東
岩
代
）と
西

川
亮
輔
さ
ん（
西
本
庄
）が
委
嘱

（
再
任
）さ
れ
ま
し
た
。

石橋光生さん 西川亮輔さん

生駒武敏さん

表彰された団員の皆さん

６
月
１
日
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

「
み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
人
権
の
世
紀
」
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町
で
は
毎
月
１
回
、行
政
相

談
委
員
さ
ん
が
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、要
望
な
ど
を
受

け
て
、そ
の
解
決
や
実
現
に
努
力

す
る
と
共
に
、皆
さ
ん
の
声
を
行

政
や
運
営
の
改
善
に
役
立
て
て
い

ま
す
。ま
た
、人
権
擁
護
委
員
さ

ん
は
人
権
に
関
す
る
相
談
な
ど

皆
さ
ん
の
悩
み
事
や
心
配
事
に

対
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。私
た
ち
の
身
近
で
頼
り
に

な
る
相
談
相
手
で
す
。

　

相
談
内
容
等
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、も
し
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、自

分
の
人
権
も
相
手
の
人
権
も
大

切
に
守
り
な
が
ら
、と
も
に
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
、私
た
ち
の
願
い
で
す
。



平
成
24
年
度
財
政
公
表

平
成
24
年
度
財
政
公
表

14億 7,952万 7
1億 6,945万 2
3億 1,520万 1

8,195万 9
4億   332万 8

9,301万 7
2,101万 6

1億 3,094万 0
1億 1,915万 6

78万 8
2億 5,415万 8
1億 4,023万 8

2,339万 0
0

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

11億7920万 4
4億 6,298万 0
2億 9,055万 1
5億 4,140万 1
1億 4,208万 9

7,557万 1
2,098万 7

1億 3,094万 0
4,885万 5
78万 8

2億 5,363万 4
1億 5,022万 1

2,339万 0
1,788万 7

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

簡易水道事業財政調整基金
下 水 道 基 金
育 英 奨 学 金 貸 付 基 金
土 地 開 発 基 金
高額療養費等貸付基金
公 共 料 金 支 払 基 金
合 計

4,286万 0
1億 7,393万 1
1億 1,344万 8
4億 8,672万 2

324万 8
4,000万 0

40億 9,237万 9

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

5291万 6
2億      19 万 0
1億 1,234万 8
4億 8,672万 2

324万 8
4,000万 0

42億 3,392万 2

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
福 祉 基 金
地 域 づ く り 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
生 涯 学 習 推 進 基 金
中山間ふるさと水と土保全基金
町 営 住 宅 改 修 基 金
防 災 基 金
国 民 宿 舎 整 備 基 金
環境保全地域活性化基金
国 保 財 政 調 整 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
住宅新築資金等貸付事業減債基金

普 通 会 計 債
特 別 会 計 債
合 計

133億 5,765万 5
71億 1,192万 6
204億 6,958万 1

137億 9970万 6
71億 8400万 5
209億 8371万 1

名 称
平 成 ２ ５ 年 ３ 月 末
現 在 の 見 込 高

平 成 ２４ 年 ３ 月 末
現 在 高

名 称
平 成 ２５ 年 ３ 月 末
現 在 の 見 込 高

平 成 ２４ 年 ３ 月 末
現 在 高

会 計 名 当 初 予 算 額
平 成 25 年 3 月 末 現 在 収 入

収 入 済 額

平 成 25 年 3 月末 現 在 支 出

支 出 済 額 支出割合収入割合

そ の 後 の

補 正 予 算 額

平 成 25 年 3 月 末

現 在 の 予 算 額

千円
千円
千円

千円
千円
千円

107億 3,781万 4

46億 1,426万 5

19億 5,367万 4

2億 6,467万 8

13億 1,760万 7

0

2億 9,528万 0

6億 6,518万 0

1億 1,784万 6

153億 5,207万 9

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

16億2,822万 8

1億 7,084万 9

1億　 775万 7

543万 9

6,761万 9

1,539万 6

0

△ 2,770万 1

233万 9

17億 9,907万 7

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

123億 6,604万 2

47億 8,511万 4

20億 6,143万 1

2億 7,011万 7

13億 8,522万 6

1,539万 6

2億 9,528万 0

6億 3,747万 9

1億 2,018万 5

171億 5,115万 6

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

94億6,936万 6

34億 3,286万 2

17億 5,639万 2

9,433万 9

10億 4,785万 4

1,539万 6

1億 6,409万 0

2億 6,802万 7

8,676万 4

129億　222万 8

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

76.6%

71.7%

85.2%

34.9%

75.6%

100.0%

55.6%

42.0%

72.2%

75.2%

82億 7,293万 1

40億 5,073万 5

18億 2,363万 8

2億 5,384万 8

11億 7,686万 7

1,539万 6

2億 7,749万 1

4億 2,041万 3

8,308万 2

123億 2,366万 6

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

66.9%

84.7%

88.5%

94.0%

85.0%

100.0%

94.0%

65.9%

69.1%

71.9%

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

住宅新築資金等貸付事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

住宅新築資金等貸付事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

表３　町債の状況

表２　基金の状況

表１　平成２４年度予算の３月末日の執行状況

注意　一般会計、農業集落排水事業会計、公共下水道事業会計の予算については、平成２３年度の繰越予算が含まれます。

（
３
月
末
現
在
）

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
、特
別
会

計
の
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状
況
、

基
金
の
状
況
、町
債
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

基
金（
町
の
貯
金
）は
、財
政
調
整

基
金
14
億
７
９
５
２
万
７
千
円
、減

債
基
金
１
億
６
９
４
５
万
２
千
円
、

福
祉
基
金
３
億
１
５
２
０
万
１
千

円
、地
域
づ
く
り
基
金
８
１
９
５
万

９
千
円
な
ど
合
計
40
億
９
２
３
７
万

９
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　

町
債（
町
の
借
金
）は
、一
般
会
計

な
ど
の
普
通
会
計
債
が
１
３
３
億
５

７
６
５
万
５
千
円
。簡
易
水
道
事

業
、公
共
下
水
道
事
業
、農
業
集
落

排
水
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
債
が

71
億
１
１
９
２
万
６
千
円
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の一般
会
計
と
特
別

会
計
の
年
度
末
の
予
算
額
は
、合
計

１
７
１
億
５
１
１
５
万
６
千
円
に
な

り
ま
す
。

　
一
般
会
計
１
２
３
億
６
６
０
４
万

２
千
円
の
う
ち
、収
入
済
額
は
94
億

６
９
３
６
万
６
千
円
で
、主
な
も
の
は

次
の
通
り
で
す
。〔（　

）内
は
予
算

額
に
対
す
る
収
入
割
合
〕

▼
町
税
14
億
３
６
０
６
万
円（
１
０

５・７
％
）▼
地
方
交
付
税
42
億
２
２

６
２
万
２
千
円（
１
１
４・９
％
）▼
国

庫
支
出
金

11
億
５
５
５
６
万
円

（
61
・
５
％
）▼
県
支
出
金
４
億
３
１

６
７
万
４
千
円（
27
・
７
％
）▼
繰
越

　

町
の
会
計
年
度
は
４
月
か
ら

３
月
ま
で
で
す
が
、出
納
整
理

（
お
金
の
出
し
入
れ
）は
５
月
末

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
受

け
入
れ
や
支
払
い
が
ま
だ
行
わ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、下
の
各
表
は
決
算
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。な
お
、水
道
事
業
会

計
は
、地
方
公
営
企
業
法
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、広
報
11
月
号

で
他
の
会
計
と
と
も
に
決
算
報

告
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
会
計
の
執
行
状
況（
表
１
）

基
金
の
状
況（
表
２
）

町
会
計
の
執
行
状
況（
表
１
）

町
債
の
状
況（
表
３
）

金

10
億
１
１
４
０
万
３
千
円（
１
０

０
・
０
％
）▼
町
債
６
億
６
４
０
０
万

円（
42
・０
％
）

　

ま
た
、支
出
済
額
は
82
億
７
２
９

３
万
１
千
円
で
、主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。〔（　

）内
は
予
算
額
に

対
す
る
支
出
割
合
〕

▼
総
務
費
９
億
２
１
０
４
万
４
千
円

（
67
・９
％
）▼
民
生
費
13
億
４
９
５

０
万
１
千
円（
68
・４
％
）▼
衛
生
費

５
億
２
１
２
７
万
２
千
円（
87
・４
％
）

▼
農
林
水
産
業
費
９
億
３
２
２
８
万

７
千
円（
62
・
０
％
）▼
土
木
費
３
億

４
６
８
４
万
４
千
円（
46
・９
％
）▼
消

防
費
２
億
９
３
９
３
万
３
千
円（
84
・

２
％
）▼
教
育
費
11
億
５
３
０
６
万
円

（
85
・２
％
）▼
公
債
費
16
億
３
６
９

４
万
７
千
円（
79
・７
％
）▼
災
害
復

旧
費
９
億
７
３
１
０
万
円（
42
・

７
％
）

広報みなべ　2013.5

10



( ㎥ ) ( ㎥ )

( ㎥ ) ( 円 ) ( 円 ) ( 円 )(mm)

(mm)( 円 ) ( 円 ) ( 円 ) ( 円 )( 円 )

広報みなべ　2013.5

11

上下水道課（℡72-3085）からお知らせ

５月・６月使用分から水道料金が変わります
　昨年から広報みなべや町ホームページ、水道使用水量の検針票と一緒にお届けしたチラシなどでお知らせしてきまし
たように、5月・6月使用分から水道料金の料金体系が上水道（旧南部町内）、簡易水道（旧南部川村内）とも「口径別料
金」に統一されます。新しい料金表は下の右表のようになります。

　上の左表のようにこれまでは同じ量の水を使っても旧町と旧村で料金が異なっていました。特に、超過料金は旧村のほ
うが高かったため、同じ口径であっても使用水量が増えるほど料金の差が広がっていました。なかでも口径40ミリではその
差が大きくなっていました。（※40ミリで２か月100㎥使用した場合の料金　旧町・業務用は10,604円、旧村は17,940円）
　今回の統一はその格差をなくし負担を公平とすることが目的ですが、旧町の大きい口径の利用者の皆様にとっては大
幅な値上がりとなります。
　非常に厳しい経済情勢のなか、皆様にご負担をお願いすることになり大変申し訳ありません。今後も安全で安心な水を
安定的に供給するため、経費節減に努め、水道事業を健全に運営してまいりますので、どうぞご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。
　なお、大きな口径の利用者で「くわしく説明してほしい」という方は、連絡をいただければ伺います。

■上水道（旧南部町内）の3月・4月使用分までの
　料金表

■簡易水道（旧南部川村内）の3月・4月使用分
　までの料金表

■5月・6月使用分からの料金表
　上水道、簡易水道とも同一料金になります。

※旧料金の3月・4月使用分は旧料金です。5月初めに検針します。
　（口座振替日は5月27日）
※新料金の5月・6月使用分は新料金です。7月初めに検針します。
　（口座振替日は7月26日）

※基本料金、超過料金、メーター使用量とも、現在の上水道、
　簡易水道の料金表のそれぞれ高い方に合わせました。

旧町の大きい口径は大幅に値上がりします
ご理解とご協力をお願いします

料金改定についてのお問い合わせは上下水道課・水道係（℡72-3085）へどうぞ。

（料金はいずれも2か月分・消費税込）

家 庭 用

営 業 用

学校等用

特 殊 用

20

40

40

40

1,438

3,674

3,674

5,880

73

105

84

4,000㎥まで168
4,001㎥から262

用　途 基本料金 超過料金

（１㎥につき）

基　本
水　量

13

20

25

40

50

75

100

126

210

314

630

1,470

2,100

84

105

105

220

220

220

20

40

40

40

40

40

40

1,438

3,674

3,674

3,674

3,674

3,674

5,880 6,300
4,000㎥まで168
4,001㎥から262

基本料金
超過料金

（１㎥につき）

基　本
水　量

メーター
使用料

13

20

40

84

168

420

20

40

80

1,364

3,674

13,124

84

105

220

メーター
使用料基本水量 基本料金

超過料金
（１㎥につき）口　径

口　径

メーター使用料
●13㍉１２６円 ●20㍉２１０円 ●25㍉３１４円 ●40㍉６３０円
●50㍉１,４７０円 ●75㍉２,１００円 ●100㍉６,３００円



NEWS

２日間、みなべの魅力にどっぷり浸かりました
　４月13日、14日の２日間、南部小学校、中央通り商店街などを会場に、みなべあき
んどカーニバルが開催されました。
　東邦展実行委員長が、「全員でみなべ町を楽しんで盛り上げて行きましょう」と
開会宣言を行いカーニバルが始まりました。
　１３日の前日祭に行われたみなべんコンテストでは、最終審査に残った３組が、み
なべの食材を豊富に使い、それぞれ創意工夫された自慢のお弁当を審査員にＰＲ
し、「みなべの宝石箱弁当」と銘打ったイクメン１年生パパが作ったお弁当が優勝
しました。
　また町内の保育所、保育園、幼稚園の子どもたちが、特設に作られたステージ
上で元気いっぱいお遊戯を披露したり、夜は大きな筒を持った花火師さんが火の
粉の降り注ぐ中、勇壮な姿で花火をあげていました。
　１４日の本祭では、梅トラクイズやキッズカフェ、自衛隊の水陸両用自動車や消防
車の展示、もち投げ等など様 な々催しが行われ、終日大勢の方々で賑わいました。
みなべ市場では、地元の特産品や
お寿司など多彩な商品が並べら
れ、みなさんお客さんとの対話を楽
しみながら販売していました。

復活！！みなべあきんどカーニバル

東実行委員長の開会宣言水陸両用車や消防車もお目見え

遠くまで飛んだかな？（梅の種飛ばし）

決勝に残った弁当３品（左が優勝弁当）大変な人気だった獣電戦隊ショーやあきんどエキスプレス

梅トラクイズの優勝者は？ キッズカフェで、職業体験 みんなも一緒におもちまき
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認知症予防教室「脳活塾」でますます生き生き元気に！

白干しを食べて、白星をたくさん上げてください

　３月26日、春日野部屋
(春日野親方＝元関脇・栃
乃和歌)の力士６名が役
場を訪れ、町長と歓談し
ました。町長が「白干しを
食べて白星を重ねてくだ
さい」と白干し梅９㎏を贈
りました。
　町では、「スポーツ＝梅
干し」として全国にアピー
ルする取り組みを行なっ
ており、その一環として疲労回復などに良い梅干しを皆さんに贈ったものです。力士の中には外国の方もおられましたが、
「梅干しは好きです。」と、とても喜んでくれました。この後、皆さんは鶴の湯温泉（熊瀬川）に入り、疲れを癒されました。

左右確認忘れずに。飛び出しはとっても危険！
自転車に乗る時も気をつけようね

　４月になり気分も新たにそれぞれ新
しい学年での学校生活が始まりました。
各学校では、通学途中などの事故防
止のため、交通安全教室が開かれ、警
察官や交通指導員さんから、横断歩道
の渡り方や自転車の乗り方などを指導
していただきました。
　交差点等での一旦停止や左右の安
全確認など、交通ルールを守って、事故
のない楽しい学校生活を送りましょう。

参加者の皆さん

　平成24年12月からスタートし、約３ヶ月間、全８回開催した「脳活塾」が、平成25年３月19日に修了しました。
この教室では65歳以上の高齢者約25名が参加し、講師の和田先生や坂本先生（田辺プレジール）から、エクササイズ
ボールを使ったボール体操、レクリエーション、フィットネスダンス、スクエアステップ、制作などの指導を受けました。
 また毎回参加者全員で大野コマサさんによる「ボケたらあかん体操」を最後に実施し、いつも笑い声が絶えない教室とな
りました。これからもみなさんがますます生き生き元気に過ごされることを願っています。
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　2003年、フセイン政権下のイ

ラクに多国籍軍が侵攻。バスラ

の図書館員アリーヤさんは、民

族の歴史と文化を伝える本を３

万冊以上、命がけで救い出しま

した。実話です。

●地図で知る日本こども図鑑　

●13歳からの拉致問題（蓮池

透）●こんな家にすんでいたら

（ラロッシュ）●すてきなおかし作

り（おおでゆかこ）●くわ・すき・田

打車（小川直之 監修）●狛犬

の佐助（伊藤遊）●イヌカウコド

モ（スギヤマカナヨ）●いぐいぐ

いぐいぐ（梶山俊夫）

ゆめよみ館・子ども向け

 「寝言ではかなりの亭主関白ら

しい」「ついに鏡うつりが悪いと

言い出した」静岡県島田市が

行う「愛するあなたへの悪口コン

テスト」の入賞作品を、審査員長

である著者が紹介します。愛を

包んだ、ユーモアたっぷりの悪口

を楽しんで下さい。

●また次の春へ（重松清）●つく

もがみ、遊ぼうよ（畠中恵）●ワニ

の黄色い目　上下（カトリーヌ・パ

ンコール）●連鎖する大地震

（遠田晋次）●女性のうつ病（野

田順子）●国循の美味しい！か

るしおレシピ（国立循環器病研

究センター）●図解　土壌の基

礎知識（藤原俊六郎）

ゆめよみ館・大人向け

 戦後「みどり保育園」（かの中川李
枝子さんのおられた園です！）を開園
させ、閉園後は野口整体の野口春
哉師に学び、87歳の現在も整体に
あたっている著者の人生訓です。子
育てについて、体を整えながら生き
ることについて、わかりやすい言葉
で書かれています。背筋がぴんと伸
びるような言葉の数々です。
●山形ガールズ農場！　女子から始
める農業改革（菜穂子）●バレー
ボール上達法＆練習テクニック（大
山加奈）●スイーパーズ　事件現
場掃除人（加藤実秋）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
5月8日（水）午後3時から

　母の日、どんな思いを伝えますか？どんな思い出がありま
すか？お母さんをテーマにした絵本や物語、育児書などを
紹介します。

５月のゆめよみ館テーマ展示

「お母さん」

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

1階

　４月23日から５月12日は「こどもの読書週間」です。図書館
や本がテーマになった絵本や読みものには、とっても楽しい
ものがたくさんあります。この機会にいかがですか？

「 ほんとに本はやくにたつ？！ 」2階

３
万
冊
の
本
を
救
っ
た
ア
リ
ー
ヤ
さ
ん
の
大
作
戦

　
　

マ
ー
ク・ス
タ
マ
テ
ィ
ー（
国
書
刊
行
会
）

悪
口
の
す
ゝ
め

 　
　

  

村
松
知
視（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

あ
り
の
ま
ま
が
い
ち
ば
ん

　
　
　
　
　

  

天
谷
保
子（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
）

こんな本、いかが？

通 信

１日（水）休館（月末休館日）
３日（金）休館（憲法記念日）
４日（土）休館（みどりの日）
５日（日）こどもの日・特別開館日
　わくわく・どきどき・しっとり
　おはなしの森（14:00～）　
６日（月）休館
９日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10：30～）
11日（土）おはなし会（14:00～）
13日（月）休館
18日（土）おはなし会（14:00～）
20日（月）休館
23日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）
　　　　　　　　（10：30～）
25日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　　おはなし会（14:00～）
27日（月）休館
31日（金）休館（月末休館日）
6月1日（土）わくわくタイム（10：30～）
　　　　おはなし会（14:00～）

ゆめよみ館・5月のカレンダー

●つなみてんでんこ　はしれ、上へ！
（伊藤秀男）●よくわかる電気のしく
み（伊藤尚未）●ツバメ号とアマゾ
ン号　上・下（アーサー・ランサム）

　このほど、DVD『はやぶさ』『スタ
ンド・バイ・ミー』、CD『日本の歌　花
は咲く』（森麻季）『虹の空』（藤沢周
平作　録音図書）など多数入りまし
た。おひとり2点まで、1週間借りてい
ただけます。ぜひ、ご利用下さい。

５月５日（日）　午後２時から　２階会議室　
第一部（５歳くらいから）　２０～２５分　
第二部（３年生くらいから大人まで）　３０～４０分
　ろうそくをともして昔話を語ります。おはなしの途中では入れません。

新しくDVDとCDが入りました

わくわく・どきどき・しっとり～おはなしの森～

　おかげさまで、４２人の聞き手に
楽しんでいただき、１４冊の図書に
予約が入りました。

春休み・おすすめの
本の展示とおはなし会
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総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

各
公
民
館
に
「
提
案
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

住
ま
い
の
耐
震
診
断
し
ま
せ
ん
か

対
象
は
昭
和    

年
５
月
以
前
建
築
の
木
造
住
宅

56

　

中
央
・
南
部
・
高
城
・
清
川
の

各
公
民
館
及
び
岩
代
分
館
に

「
提
案
箱
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
町
政
に
対
す

る
率
直
な
ご
意
見
や
ご
提
案
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提
案

は
、町
長
が
拝
見
し
て
関
係
部

局
で
そ
の
内
容
を
検
討
し
、今
後

の
町
政
運
営
に
い
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、回
答
を
希
望
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、提
案
箱
開
封
後
概

ね
２
週
間
以
内
に
回
答
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、内
容
や
状
況
に

よ
り
日
数
が
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
に

つい
て
は
、で
き
る
だ
け
町
の
広
報

誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、広

く
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
頂
だ
く
よ

う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、広
報
掲
載
に
あ
た
っ
て

は
、個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、個
人
が
特
定
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
い
た
し

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

「
な
ん
で
も
通
信
」と
し
て
、皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
等
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
ご
記
入
が
な

い
場
合
は
、回
答
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。）

○
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
目
的

で
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、個
人
や
団
体
等
へ
の
誹

謗
中
傷
や
営
利
目
的
の
書
き
込

み
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

投
書
に
関
す
る
お
願
い
と
お
断
り

診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

申
込
方
法
・
申
込
先

診
断
実
施

　

町
は
、今
年
も
次
の
通
り
一
般

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料

で
行
い
ま
す
。（
診
断
費
用
４
万

４
０
０
０
円
は
、国
・
県
・
町
が
負

担
し
ま
す
）

　

次
の
①
〜
④
す
べ
て
に
該
当
す

る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

①
町
内
に
存
す
る一般
木
造
住
宅

で
、実
際
に
住
ん
で
い
る（
共
同
住

宅
や
長
屋
住
宅
、店
舗
な
ど
と
の

併
用
住
宅
も
含
む
）

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築（
工
事
着
工
）さ
れ
た

③
地
上
階
数
が
２
階
以
下
で
、延

べ
床
面
積
が
２
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る

④
木
造
の
在
来
工
法（
軸
組
み
工

法
・
伝
統
的
工
法
）で
建
築

■
募
集
棟
数　

10
棟

■
申
込
受
付
期
間　

５
月
１
日

（
水
）〜
５
月
31
日（
金
）（
土
・日
・

祝
日
は
除
く
）

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。申
込
用
紙
は
、総
務
課
、高

城
公
民
館
、清
川
公
民
館
に
用
意

し
て
い
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

診
断
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

県
知
事
の
認
可
を
受
け
た「
県
木

造
住
宅
耐
震
診
断
士
」か
ら
直

接
申
請
者
に
連
絡
が
入
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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昼
間
お
仕
事
な
ど
の
都
合
で

役
場
に
来
ら
れ
な
い
方
の
利
便

性
を
考
慮
し
、４
月
か
ら
毎
週

木
曜
日（
年
末
年
始
、祝
日
を
除

く
）は
、住
民
環
境
課
の
窓
口
業

務
の一
部
を
、通
常
の
午
後
５
時

15
分
か
ら
延
長
し
、午
後
７
時

ま
で
行
な
って
い
ま
す
。

　

受
け
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

は
、住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
の

発
行
業
務
で
す
。

　

今
後
は
実
際
の
利
用
状
況
な

ど
を
見
て
、業
務
な
ど
を
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

森
林
や
山
の
緑
は
、私
た
ち
に

限
り
な
い
恵
み
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

　

人
類
共
通
の
こ
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
を
、皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
守
り
育
て
、地
球
環

境
の
保
全
や
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

い
く
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

が「
緑
の
募
金
」で
す
。

　

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
緑
化
等

の
支
援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、募
金
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

和
歌
山
県
内
で
育
ま
れ
た

「
紀
州
材
」を
使
用
し
て
御
坊
市

及
び
日
高
郡
内
に
住
宅
を
建
設

す
る
場
合
に
、県
の
補
助
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。補
助
金
を
受
け

る
場
合
に
は
、棟
上
げ
の
３
日
前

ま
で
に
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■
主
な
条
件

〇
木
材
の
含
水
率
が
25
％
以
下

で
、別
に
定
め
る
県
の
証
明
基
準

に
よ
り
、紀
州
材
で
あ
る
と
証
明

さ
れ
る
も
の

〇
新
築
の
場
合
＝
申
請
者
自
ら

が
居
住
す
る
目
的
で
建
設
す
る

木
造
住
宅

〇
増
改
築
の
場
合
＝
建
築
基
準

法
上
の
許
可
又
は
届
け
出
が
必

要
な
規
模
の
も
の

〇
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

補
助
対
象
木
材
の
工
事
現
場
で

の
施
工
が
完
了
す
る
こ
と

〇
他
の
補
助
金
等
と
重
複
受
給

が
な
い
こ
と

　

平
成
25
年
第
２
回
定
例
町
議

会
が
、５
月
20
日（
月
）か
ら
開
催

さ
れ
ま
す（
予
定
）。

　

町
議
会
で
は
、町
民
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
予
算
や

条
例
な
ど
の
審
議
の
ほ
か
、町
が

行
う
事
業
な
ど
に
つい
て
各
議
員

が
質
問
す
る「
一
般
質
問
」も
行

わ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
、お
誘
い
あ

わ
せ
て
傍
聴
に
お
こ
し
く
だ
さ

い
。ま
ち
づ
く
り
に
つい
て
共
に
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

開
会
や一般
質
問
な
ど
の
日
程

に
つ
い
て
は
、町
内
一
斉
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成
26
年
３
月
14
日
ま
で（
先

着
順
）

■
申
し
込
み
方
法

　

補
助
対
象
木
材
の
工
事
現
場

で
の
施
工
に
着
手
す
る
日（
棟
上

げ
）の
３
日
前（
休
日
の
場
合
は

そ
の
前
日
）ま
で
に
、所
定
の
様

式
に
よ
り
日
高
振
興
局
林
務
課

に
申
し
込
み
を
行
って
下
さ
い
。

　

申
し
込
み
に
は
、建
築
確
認

済
通
知
書
の
写
し
等
も
必
要
で

す
。

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
せ
先

〒
６
４
４
│
０
０
１
１

御
坊
市
湯
川
町
財
部
６
５
１

日
高
振
興
局
地
域
振
興
部　

林

務
課（
℡
０
７
３
８
│
24
│
２
９

１
２
）

■
補
助
金
額（
１
棟
当
た
り
）

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

毎
週
木
曜
日
は
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
の

発
行
業
務
を
午
後
７
時
ま
で
行
い
ま
す

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

「
緑
の
募
金
」
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地
域
住
宅
支
援
事
業

紀
州
材
で
家
を
新
築
・
増
築
し
ま
せ
ん
か
？

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

第
２
回
定
例
町
議
会（
５
月
議
会
）は

５
月    

日（
月
）開
会
予
定

20
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紀州材の使用量(㎥)

５㎥以上10㎥未満

10㎥以上15㎥未満

15㎥以上

補助金額

６０，０００円

１３０，０００円

２００，０００円



う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
（
プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
）

対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

“

ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う”

“

ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う”

自
転
車
事
故
に
よ
る
死
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す

広報みなべ　2013.5
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ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
と
は…

ウメの葉の症状ウメの葉の症状 ウメの葉の症状（寄せ植え）ウメの葉の症状（寄せ植え）

　

昨
年
中
、県
下
の
自
転
車
事

故
は
、発
生
が
６
９
０
件
で
、全

交
通
事
故
に
占
め
る
割
合
の

12
・７
％
（
前
年
14
・１
％
）、で
、

前
年
に
比
べ
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、死
者
数
は
７
人
（
前

年
５
人
）と
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
「
車
の
な
か
ま
」な

の
で
、原
則
と
し
て
車
道
を
走

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
な
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、車

の
運
転
者
や
歩
行
者
も
自
転

車
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て
、お
互
い

を
思
い
や
り
安
全
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
①
自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

〔
例
外
は
〕

●
走
路
標
識
や
道
路
標
示
で

指
定
さ
れ
た
場
合

●
運
転
者
が
13
歳
未
満
の
子

ど
も
、70
歳
以
上
の
高
齢
者
、

身
体
の
不
自
由
な
方
の
場
合

●
車
道
や
交
通
状
況
か
ら
み
て

も
や
む
を
得
な
い
場
合

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、車

道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

●
飲
酒
運
転
・二
人
乗
り
・
並

進
の
禁
止

●
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

●
交
差
点
で
は
信
号
を
守
り
、

一時
停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘル
メッ
ト
を
着
用

◎
携
帯
電
話
を
使
い
な
が
ら
・

イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘッ
ド
ホ
ン
で
音
楽

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
の
運
転

◎
傘
さ
し
運
転

　
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く
、前

方
や
周
囲
が
見
え
に
く
い
た

め
、歩
行
者
に
ぶ
つ
か
っ
て
怪
我

を
さ
せ
た
り
、注
意
散
漫
に
な

り
後
ろ
か
ら
近
づ
い
て
く
る
自

動
車
の
音
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

り
し
て
、事
故
に
遭
う
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

こ
ん
な
運
転
も
や
め
ま
し
ょ
う

　

和
歌
山
県
で
は
ウ
メ
輪
紋
ウ

イ
ル
ス（
プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル

ス
）対
策
と
し
て
、こ
れ
ま
で
市

町
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
や

果
樹
種
苗
販
売
業
者
、生
産
者

の
皆
様
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、そ
の
侵
入
及
び
ま
ん
延
防
止

に
努
め
て
お
り
、現
在
の
と
こ
ろ

県
内
に
お
け
る
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、ウ
メ
、モ
モ
、ス
モ
モ

等
果
実
生
産
の
安
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
条
例
を
平
成

25
年
３
月
22
日
に
公
布
、施
行
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
25
年
度
〜
26
年

度
の
２
年
間
で
、県
内
の
ウ
メ
、モ

モ
、ス
モ
モ
の
生
産
園
地
を
年
間

２
０
０
０
園
地
、合
計
４
０
０
０

園
地
の
調
査
を
実
施
し
、う
ち

日
高
地
方
で
は
、ウ
メ
園
を
中
心

に
約
７
０
０
園
地
、２
年
間
で
約

１
４
０
０
園
地
を
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
は
、５
月
か
ら
８
月
頃
に

か
け
て
行
い
、園
地
内
に
お
い
て

疑
わ
し
い
症
状
の
葉
が
な
い
か
目

視
調
査
す
る
と
と
も
に
、葉
を
採

取
し
ウ
イ
ル
ス
検
定
を
行
い
ま

す
。

　

県
で
は
、市
町
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の

関
係
機
関
と
十
分
な
調
査
体
制

の
も
と
に
調
査
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、生
産
者
の
皆
様

方
に
は
、本
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
及

び
ま
ん
延
を
防
止
し
果
実
生
産

の
安
全
を
図
る
た
め
、本
調
査
に

対
し
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ウ
メ
、モ
モ
、ス
モ
モ
な
ど
に
感

染
し
、落
果
や
果
実
の
表
面
に
斑

紋
が
現
れ
る
な
ど
商
品
価
値
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
減
収
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
に

よ
り
媒
介
さ
れ
る
ほ
か
、感
染
し

た
植
物
の
苗
木
や
穂
木
な
ど
の

移
動
に
よ
り
発
生
地
域
が
広
が

り
ま
す
。

人
や
動
物
に
感
染
す
る
こ
と
は

な
く
、感
染
し
た
果
実
を
食
べ
て

も
健
康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。



●
日
時　

５
月
21
日（
火
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場　

所　

日
高
振
興
局　

御
坊
市
湯
川
町
財
部
６
５
１

（
受
付
）３
階　

中
会
議
室

（
相
談
）３
階　

小
会
議
室
Ｂ

●
相
談
内
容

　

弁
護
士
や
県
民
相
談
員
に

よ
る
法
律
相
談
、行
政
相
談
、

そ
の
他
一般
相
談
。

　

相
談
時
に
参
考
資
料
が
あ

れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
予
約
受
付

５
月
７
日（
火
）か
ら

日
高
振
興
局
総
務
県
民
課

（
℡
０
７
３
８
│
24
│
２
９
３

６
）へ
電
話
予
約（
先
着
10
名
）

　

労
働
保
険
と
は
、労
災
保
険

と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の

で
、労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た

め
の
保
険
で
す
。

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、年
度

当
初
に
概
算
で
申
告
・
納
付
し
、

翌
年
度
の
当
初
に
確
定
申
告
の

上
、精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

労
働
保
険
料
の
納
付
は
、最
寄

り
の
銀
行
、信
用
金
庫
、郵
便
局

等
金
融
機
関（
歳
入
代
理
者
）の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、和
歌
山
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

（
℡
０
７
３
│
４
８
８
│
１
１
０
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
で
は
、次
の
と
お
り
自

衛
官
候
補
生（
男
子
）を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
男
子

●
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

●
試
験
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
試
験
種
目　

　

筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
・
社

会
及
び
作
文
）、口
述
試
験
、適

性
検
査
及
び
身
体
検
査

＊
願
書
請
求
、そ
の
他
お
問
い
合

わ
せ
は
、自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務

所(

℡
０
７
３
８
│
23
│
０
０
２
０)

ま
た
は
役
場
総
務
課
へ
。自
衛
隊

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(http://w
w
w
.m
od.go.jp/pc

o/w
akayam

a/)

ボルダリング教室
参加者募集

（主催　町体育協会）
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
卒
者
試
験
）

平
成 　
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続
は
、

６
月
３
日
〜
７
月     

日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

　

人
事
院
で
は
、平
成
25
年
度

国
家
公
務
員
採
用
一
般
試
験（
高

卒
者
試
験
）を
次
の
通
り
実
施

し
ま
す
。

●
試
験
の
区
分

事
務
・
技
術
・
農
業
・
農
業
土
木
・

林
業

●
受
験
資
格

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、高
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
及
び
平
成
26
年
３
月
ま
で
に

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業

見
込
み
の
者　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

●
申
込
受
付
期
間

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付　

６
月

24
日（
月
）〜
７
月
３
日（
水
）

◎
郵
送
又
は
持
参　

６
月
24
日

（
月
）〜
６
月
28
日（
金
）

●
第
１
次
試
験
日　

平
成
25
年
９
月
８
日（
日
）

●
試
験
地

和
歌
山
市
、田
辺
市　

ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
近
畿
事
務
局 

試
験
係

（
℡
06
│
４
７
９
６
│
２
１
９
１
）

〒
５
５
３
│
８
５
１
３　

大
阪
市

福
島
区
福
島
１
│
１
│
60

＊
受
験
案
内
は
５
月
13
日（
月
）

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び

配
布
を
行
な
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

25

10

自
衛
官
候
補
生
の
募
集　

平
成    

年
度

移
動
県
民
相
談

25

日　時：月・水・金の週３日
　　　  午後６時～９時
場　所：南部高校ボルダリングルーム
対象者：高校生以上の方
募集人員：３０名
参加費無料（ただし、室内照明料と
して別途使用料が必要です。１人１
回、１００円程度）
　申し込み及びくわしいことは町体
育協会事務局（教育委員会内）にお
問い合わせください。
※ボルダリングとはフリークライミング
の一種で、ロープなどを使わずに小
岩壁を登ることです。
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こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を

支
え
て
い
く
た
め
に
は
、看
護

の
心
、ケ
ア
の
心
、助
け
合
い
の

心
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
分

か
ち
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

近
代
看
護
の
基
礎
を
築
い

た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
で
、

毎
年
５
月
12
日
は「
看
護
の

日
」、そ
し
て
看
護
の
日
を
含
む

１
週
間
を「
看
護
週
間
」と
定

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
と
し
て

看
護
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、健
康
の

こ
と
・
暮
ら
し
方
の
こ
と
を
考

え
る
日
に
し
ま
せ
ん
か
？

故 寺本敦子さん

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故 

寺
本
敦
子
さ
ん

　

町
保
健
福
祉
課
副
課
長
兼
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
勤
務

さ
れ
て
い
た
、故
寺
本
敦
子
さ
ん

に
（
財
）日
本
公
衆
衛
生
協
会
長

よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

寺
本
さ
ん
は
、集
団
健
診
な
ど

各
種
の
住
民
健
診
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、特
に
生
活
習
慣
病

予
防
の
重
要
性
の
観
点
か
ら
日

常
の
健
康
意
識
の
醸
成
に
努
め

ら
れ
、そ
の
結
果
、住
民
の
健
康

意
識
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、検

診
率
も
上
昇
し
ま
し
た
。ま
た
、

特
定
健
診
の
受
診
年
齢
の
引
き

下
げ
や
、健
診
後
の
結
果
説
明
に

も
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

　

乳
幼
児
健
診
・
訪
問
活
動
や
、

思
春
期
の
中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
地
域
と一体
化
し
た
活
動
や

障
害
者
福
祉
対
策
に
も
取
り
組

み
、町
の
福
祉
行
政
の
向
上
に
大

き
く
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
検　査　室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

12

５
月　

日
は

「
看
護
の
日
」
で
す
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マタニティー＆ベビーサロンマタニティー＆ベビーサロン
と　き
ところ
対　象
内　容

５月２３日（木）13:30～15:00
こひつじランド（埴田　愛之園保育園内）
妊婦または小さなお子さんの保護者
①妊娠中のママの食事は大丈夫
②離乳食の進み方は大丈夫？

：
：
：
：

ママヨガママヨガ

日 時
場 所
対 象
申込み
申込先

5月27日（月）10：00～11：00
ふれ愛センター
妊婦または子育て中の保護者
5月7日（火）～24日（金）
こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

：
：
：
：
：



《ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防》ワクチン接種が
平成25年４月１日から定期の予防接種（公費負担）となりました。
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種について

子宮頸がん予防ワクチンの接種について

　重篤な感染症である細菌性髄膜炎は、２歳未満で多く発症し、その原因の約６割がインフルエンザ菌b型（ヒブ）、約２
割が肺炎球菌の感染によるものです。このうち、約５％が死亡、約20％が後遺症を引き起こしますが、ヒブワクチン・小児
用肺炎球菌ワクチンを接種することで約９割が予防できると言われています。

20歳代から30歳代に増加している子宮頸がんは、発がん性のヒトパピローマウイルスに感染することでかかる病気
で、子宮頸がん予防ワクチンを接種することで、患者の約６割から見つかる２つの型（16・18型）のウイルスの持続感
染を予防、がんに移行する前段階の病変の発生予防効果があるといわれています。
　なお子宮頸がん予防ワクチンの効果や接種後の副反応などについて医師から説明を受け、十分に理解したうえで
受けてください。

生後2か月から60か月未満のお子さんで、接種時にみなべ町に住民登録されている方
＊標準的な対象者には個別通知しています。追加接種対象者には、接種の時期に個別通知する予定です。それ以
外で接種を希望される方は、ふれ愛センターへ連絡してください。

○対象者

小学6年生から高校１年生（16歳相当）の女子で、接種時にみなべ町に住民登録されている方。
＊標準的な対象者となる中学１年生相当の女子には、個別通知しています。中学２年生相当から高校１年生相当の
女子で、接種を希望される方は、ふれ愛センターまで連絡してください。なお、現在小学6年生の女子には、平成26年
度に個別通知します。

○対象者

６か月間に３回（接種間隔は下表をご覧ください）
○接種回数

接種を開始する月齢（年齢）によって接種回数が１回から４回と異なります

接種を開始する月齢（年齢） ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン
生後２か月から７か月未満の
場合
〔標準的な対象者〕

生後７か月から12か月未満の
場合

初回３回（27日から56日の間隔）
追加１回（３回目接種後７から13月
の間）
＊初回３回は医師が必要と認めた
場合は20日の間隔でも可
初回２回（27日から56日の間隔）
追加１回（２回目接種後７から13月
の間）
＊初回２回は医師が必要と認めた
場合は20日の間隔でも可

初回３回（27日以上の間隔）
追加１回（３回目接種後60日以上の間隔）
＊標準として３回目の接種は１歳までに、４回目
は１歳から１歳３か月の間に行う

初回2回（27日から56日間隔）
追加１回（2回目接種後60日以上の間隔）
＊追加は生後1歳以降に

２回（60日以上の間隔）

１回
１回

生後12か月から24か月未満
の場合
生後24か月から60か月未満
の場合

○接種回数

接種時期と回数

ワクチンの種類
サーバーリックス
ガーダシル

接種間隔
初回・１か月後・初回から６か月後
初回・２か月後・初回から６か月後
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